















跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 18 号　（2014 年 7 月 25 日）
日本三景天橋立の最高の展望を追い求めた
“観光デザイナー”石間金造
“Tourism Designers” Promoted the Beginning of Sightseeing Utilities 
for the Most Famous Seaside Resorts in Japan, Amanohashidate: 
A Close Look at Kinzo Ishima Designed and Managed Japanese Hotels, 
Sightseeing Ships and Sightseeing Cable Cars in order to 































する。「中屋」石間松蔵の系統に位置する石間金造（宮津村字白柏 1251 番地に居住）［写真－ 1］は

























　共同経営者の幾世勘七（吉津村文珠 471 番地）は元禄 3年以来智恩寺門前で掛茶屋を営む「四軒
茶屋」（村誌，p682）衆の血統として、門前で智慧餅を四軒で独占販売、「勘七のみは座敷あり」（村
誌，p372）とされた「四軒茶屋」中の最大手であり、明治 17 年の村方文書にも連署人として登場
する。（村誌，p682）明治 39 年から公園内の売店営業の許可（丸山，p222）を得て 40 年新館を建
て「対橋楼」を名乗り、以後文珠山門前で旅館「対橋楼」「対潮楼」を経営、天橋立汽船取締役
等も兼ねた。
























　大正 9年 7 月 1 日橋立廻遊船が吉津村字文珠（丹海，p232）645 番地（幾世勘七の「対橋楼」の住
所に相当）に創立された。本店の位置からみて当初から幾世、石間ら文珠地区の旅館主が自館の





　橋立廻遊船は 10 年第二廻遊丸（丹海，p23）を、13 年橋立丸（丹海，p23）をそれぞれ新造した。
14 年現在の『日本船名録』には橋立廻遊船が所有する「第二廻遊丸」⒀（10 トン、船籍港吉津）が「不
登簿船」欄に記載されている。14 年 3 月 28 日（丹海，p23）橋立廻遊汽船が天橋立汽船に商号変
更し、府中村字中野に本店を移転した。（丹海，p20）本店を府中村役場内に置き、宮崎佐平治と
いう名望家が新たに参加した。





する一方、明治 26 年 5 月創立の宮津銀行監査役（諸M28，p65）、宮津銀行取締役（日韓上，p110）
を兼ねた。大正 9年 10月丹後鉄道速成期成同盟会委員（資料，p804）、成相電気鉄道発起人総代⒂、
大正 11 年現在宮津銀行監査役、橋北汽船取締役（要T11 役下，p170）、大正 13 年 3 月 28 日石間
らと天橋立汽船取締役に就任した。（官報）、大正 14 年 11 月内山廣三⒂、長田桃蔵ら 27 名と「義
人追頌碑」を建設、天橋立汽船社長（丹海，p44）、昭和 19 年統合時の天橋立汽船社長（丹海，
p43）、19 年 2 月丹後海陸交通初代社長に就任、21 年 4 月第 22 回衆議院議員選挙（京都府）で日
本進歩党から立候補、職歴酒造業、対立候補の芦田均は日記で「旧三区では宮崎佐平治君が最も
優勢で、私につぐ当選圏内と言はれてゐる」⒄と評した。昭和 25 年石間らと天橋立観光取締役に
就任（商登）、昭和 42 年 3 月現在、丹後海陸交通代表⒅、和光タクシー（京都市）代表⒆、昭和 46






　大正 13 年 4 月に宮津まで、14 年 7 月に天橋立まで国有鉄道が開通し、さらに昭和 2年 8月 13
日成相電気鉄道（天橋立鋼索鉄道と改称）が開業し、「乗客は押すな押すなの人出、汽船は超満員
となる」（二十）という「時運の恵み」（二十）が幸いした。中心都市の宮津を母港とする先発の
橋北汽船に比して、14 年 7 月以降京阪神からの遊覧客が直接天橋立に下車したため、天橋立を
母港として傘松方面に向かう天橋立汽船の航路の立地条件が飛躍的に改善した。このため昭和 2
















し 4年 12 月天橋立汽船は相手側と「無事握手」（二十）し、5年 1 月天橋立汽船は「懐加減が良
くなったので、〈省線〉モーターを買収」（二十）した。すなわち、天橋立汽船は天橋立鋼索鉄道










組合及地方の反対を押し切って決行」（二十）し、10 年 5 月（丹海，p23）大垣 181 番 1 に本社（現
一の宮駅）を新築移転（丹海，p19）、11 年 10 月宮津待合所（丹海，p35）を竣工させするなど、こ








　12 年 2 月新たに傘松方面へのバスコース開設により、従来の汽船コースと競合し「バスと駅










船監査役の徳田富治が就任、10 名の役員のうち 3名を占めた。これに対して出資比率 51.07％の








京都府へ照会した。大正 8年 6 月 23 日京都府内務部は注意事項として「瀟洒な建物として周囲










一年管轄庁の認許を得て建築」（村誌，p919）、11 年 4 月 15 日に竣工届（丸山，p222）を出し、な








　大正 14 年ころ「元郵便局跡にカフエーを兼ねた潮湯を開設する計画」（T14.7.14 日出）も報じ

















































































　昭和 15 年現在石間は天橋立汽船専務（丹海，p32）、19 年 2 月 5 社統合により創立された丹後
海陸交通（丹海）初代取締役支配人・常務に就任（丹海，p44，216）、21 年 5 月丹海常務を辞任、
21 年 7 月丹海取締役に就任（丹海，p216）、22 年では天橋立観光協会常務理事であった。（資料，
p890）
　21年 7月以降も引き続き丹海取締役（丹海，p216）の立場で天橋立ケーブルカーの復活に関わっ




道会社も 21 年 3 月解散（丹海，p19、46）済みであった。この戦時中に撤去したケーブルを別組
織で復活させるべく、丹海は天橋立観光設立直後の 25 年 5 月免許（丹海，p46，236）を得て着工
し 26 年 8 月 12 日（丹海，p86）、［写真－ 4］のように「戦時中に撤去していた天橋立ケーブルカー
が竣工開業」（丹海，p60）した。その後石間は阪急との提携を機に 34 年 11 月因縁深い丹海取締
役を退任した。（丹海，p216）
（2）天橋立観光による玄妙遊園の経営
　天橋立観光株式会社は昭和 25 年 5 月「1．遊園地海水浴場の経営、2．飲食営業及び飲食料品
土産物販売、3．観光事業を営み、又は同事業に投資すること」（商登）ほかを目的として、京都









を開設、遊戯設備を拡充し入園料を徴収し始めた時期が 25 年ころと推定される。25 年 6 月 10























　行政関係者の執筆になる『交通年鑑』昭和 36 年版は、「34 年 11 月より 35 年 10 月までに新設
された鋼索鉄道、索道を述べると、先ず鋼索鉄道では 1月に京都府天の橋立のなかや旅館…」29
と麗々しく筆頭に掲げるが、平成 12 年運輸省文書の公開以前の時期において事態を正しく掌握
された中川氏の指摘の通り、地方鉄道の免許は 27 年 5 月 16 日であるが、実際には遅くとも 25
年 6 月 10 日には「玄妙ケーブル」の有料運行を開始しており、昭和 26 年 8 月 31 日までの 15 ケ
月間に旅客収入 1,731,335 円、延人員 118,942 人の実績をあげていたこと、借入金が既に 300 万
円あり、借入金利子として 382,500 円を支払済みであることなどが、免許申請時の添付資料から
明らかである。森口氏は「免許を取ったのは、宿泊客以外の観光客を有料（往復 30 円）で輸送す
るようになったための処置であろうか」30と推論されるが、25 年 6 月 10 日から有料運行開始した
点を事実確認した運輸省から指摘され、当地への天皇行幸を前にしてご宿泊所に無免許私鉄は困





















































　昭和 43 年にはなかや旅館ケーブル（浦島 - 乙姫間）は道路整備等に伴い運行を休止、46 年 12
月 31 日廃止された。これに代るかのように 44 年 4 月 8 日天橋立総合事業が設立され、44 年 10
月27日国定公園特別地域内工作物の新築許可申請書が「京都指令4都第4-59」により認可された。
44 年 11 月 14 日大阪陸運局より「大阪陸運局第 1514 号」によって営業免許された。45 年 3 月
31 日大阪陸運局より「大阪陸運局第 1183 号によって工事施工認可がおりて工事が進捗した36。
かくして 45 年天橋立総合事業が文珠山の山頂に天橋立ビューランド（宮津市文珠 437）を開園し、













































































明治 31 年 美やげ 『橋立美やげ（大日本三景）』
大正 13 年 初三郎 吉田初三郎『宮津橋立名所図絵』舞鶴・坂根栄正堂
昭和 4年 賀状 「なかや旅館營業主石間金造　従業員一同」1）
（4年） 栞 『天の橋立遊覧案内　附営業の栞』（丹後宮津町　佐々木印行、SS スタジオ画、
検閲記載なし）
（5年） なかや 1 なかや旅館『日本三景　天の橋立案内』
6年 常光 金子常光画『国立公園候補地天の橋立案内』日本名所図絵社、裏面は精輝楼『天
橋立案内』
7年 三省 山本三省『日本三景　天の橋立案内』（表紙と本文は 2種、絵図は共通）
10 年 なかや 2 なかや旅館・別館掬翠荘『天の橋立案内　茶代辞退なかや旅館』
10 年 鋼索 1 天橋立鋼索鉄道・天橋立汽船『天の橋立案内』
11 年 鋼索 2 天橋立鋼索鉄道・天橋立汽船『天の橋立御遊覧案内』
12 年 連盟 1 天橋立観光連盟『参拝と観光美　双璧の天橋立』
13 年 清輝 旅館清輝楼・別館清富荘・支店松富楼『日本三景　天の橋立御案内』
14 年 なかや 3 なかや本館・海別館掬翠荘・山別館玄妙庵『日本三景　天の橋立御案内』
14 年 連盟 2 天橋立観光連盟『参拝と観光美　双璧の天橋立　国民精神総動員』
16 年 北野 北野屋別館『日本三景　天の橋立と宮津御案内』
戦後 なかや 4 なかや旅館『天の橋立観光案内』
26 ～年 玄妙 吉井富画『日本三景天のはし立　旅館玄妙庵　別館掬翠荘』














61 年、資料…『宮津市史　資料編』宮津市、調査…大阪陸運局「調査事項」昭和 27 年 4 月 7 日『合名会
社なかや旅館　免許　昭和 27 年』、鉄軌…『地方鉄道軌道一覧』昭和 7年、名鑑…昭和 5年版『全国都市
名勝温泉旅館名鑑』日本遊覧旅行社、昭和 5年、要録…『旅館要録』人事興信所、明治 44 年、二十…天
橋立汽船『創業二十年誌』昭和 15 年 2 月（丹海，p21 ～所収）、丹海…『50 年のあゆみ』丹後海陸交通、
平成 6年、日出…『京都日出新聞』、京都…『京都新聞』、東京…『東京新聞』。
⑸　拙稿「授業実践　跡見流観光教育の創始と観光用画像資料の教材活用」『FDジャーナル』第 9号、平
成 22 年 3 月，p142 ～ 5、「跡見観光コレクション─ユニークな観光関係パンフレット」『跡見学園女子大







画系、平成 18 年 3 月、p605-8 などを参照。
⑽　『唐津名勝案内』明治 35 年、p53。
⑾　小口千明「潮湯の偏在性に関する地理学的予察─日本における海水浴普及との関連から─」『城西人文
研究』13 号、1986 年，p63。筆者も明治 10 年代の東京市内での潮湯ブームに言及した。










和 3 年 6 月 11 日天橋立遊覧協会会長に就任（資料，p886）、昭和 5 年当時橋北汽船社長（丹海，p26，
44）、昭和 19 年 2 月創立された丹後海陸交通の初代監査役に就任（丹海，p216）、昭和 23 年 6 月時点で
常任監査役（丹海，p54）、昭和 25 年 5 月監査役辞任。
⒃　長田桃蔵は拙稿「近江商人系資本家と不動産・観光開発─御影土地を中心として─」『彦根論叢』第
375 号、平成 20 年 11 月参照。












25　新井旅館ブログ「あらゐ日記」Ameba　ameblo.jp/arairyokan/entry-11446719809.html（平成 26 年 4
月検索）。
26　山本九兵衛（文殊 492 番地）は昭和 15 年で天橋立汽船監査役（丹海，p32）、25 年 5 月天橋立観光監査
役就任（商登）。
27　中川浩一「続ケーブルカー物語」『鉄道ピクトリアル』昭和 36 年 6 月，p27。中川氏が実査した 31 年 6
月時点では免許だけ取得していたが、公式記録上は 35 年 2 月 5 日、軌間 880 粍、営業粁 0.1km均一制運




31　「運輸開始に伴う線路敷設工事竣功検査報告」『合名会社なかや旅館　免許　昭和 34 年～ 36 年』、国立
公文書館。
32　『国観連の半世紀 1948-1998』国際観光旅館連盟、平成 10 年，p15。
33　戦前に海岸に立地した旧なかや本館は「お荷物お預りや御連絡」目的の「旅館なかや玄妙庵…付属施設　
御案内所　電（宮津）一六一」となり、主客が逆転した。さらに株式会社玄妙庵が文殊 32 番地の 1に設













36　天橋立総合事業・天橋立ビューランドホームページ（平成 26 年 4 月検索）。
38　山口誓子『山口誓子全集』第 5巻、明治書院、昭和 52 年，p253 所収。
39　中里恒子「天橋立絵巻」『中里恒子全集』第 16 巻、中央公論社、昭和 56 年、p308 ～ 9。
40　池坊保子『わが花わが愛』読売新聞社、昭和 47 年，p186 ～ 9。
41　吉田幸一「丹後国における和泉式部の古跡と伝承（下）」『平安文学研究』第 59 号、昭和 53 年，p17。
42　齋藤茂吉「柿本人麿　鴨山考補註篇」『齋藤茂吉全集』昭和 34 年、第 44 巻、p196。
43　野村康三『師徳七の面影　私の目に映った野村家家長像』平成 6年、p99。
4445　山本周五郎『雨の山吹』新潮文庫，p306，p317。
46　玄妙庵主ブログ（GENMYOAN）http://ameblo.jp/arairyokan/entry-11446719809.html（平成 26 年 4
月検索）。
47　『丹後の宮津』丹後の伝説 42: 泪ヶ磯の身投石など　www.geocities.jp/k_saito_site/bunkn42.html（平成
26 年 4 月検索）。
48　2012.05.14 我家のアーカイブス写真 1（OCN　yyorikob.blog.ocn.ne.jp/kobocafe/2012/06/post_413e.html
（平成 26 年 4 月検索）。
